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札幌の平地積雪断面測定資料報告*

昭和 53-54年冬期

遠藤八十一・秋田谷英次

(低温科学研究所)

大前宏和・金田安弘・深見浩司

(北海道大学大学院理学研究科)

(昭和55年 1月受理)

1.緒言

札幌の平地における積雪の断面観測は，昭和 38-39年冬以来毎年行なわれている。この報告は，

昭和 53-54年冬に実施した積雪断面観測の結果を示したものである。観測は，北海道大学低温科学

研究所の裏庭で行なわれた。観測項目及び方法は，前の報告1，2)と同じである。

II.観測結果

第l表が，昭和53-54年冬の札幌における積雪断面観測の結果である。表中の第2列「成層図」

に用いた記号の意味は，第2表に示されている。第3列の「高さ HJは，地面からの高きのことで，

密度 G，硬度R，雪温 Ts及び含水率 Wを測定した位置を示している。密度測定には，高さ 3cmの

角型サンブラーを使用した。そこで，密度測定の位置 Hとしては，サンプラーの上辺の位置のみで

表わすことにした。それゆえ，例えば第 1表2行自の「高さ 6cm・密度0.12g/cm3 Jの表示は，地

面から 6-3cmの雪の密度が0.12g/cm3であったことを示している。硬度測定の位置は，木下式

硬度計を置いた位置で表わされている。第8列に記した平均密度δは，スノーサンプラーで測定し

た全積雪水量 H即をその場所の積雪深で割算して求めた。気温 Taは断面観測時の気温である。

なお，参考のために，昭和53-54年冬の日最高気温，日最低気温及び積雪深を第 l図に示してお

いた。図中の実線は札幌管区気象台3，4) 破線は低温科学研究所における値である。白丸印は断面観

測を行なった場所の積雪深である。

終りに，この観測に協力していただいた大学院生諸氏に感謝の意を表します。

*北海道大学低温科学研究所業積 第 2185号

低温科学物理篇第38輯資料集昭和54年



2 遠藤八十一・他

第 1表 昭和53-54年冬の積雪断面観測の結果

成層図に用いた記号の意味は，第 2表に示されている。高き Hと各測定値との関係は本文に示されている。高

きHの項の最上部の数字は，観測場所の雪面の位置を示している。

年月 日
成層図

高さ 密度 硬度 雪温 含水率
全積雪水量:Hw 

時刻j 京立 雪 高 H G R Ts w 平均密度 :G
測定者 度 質 き g.cm-3 g' cm-2 

。
C % 

気温 :九
cπ1 

その他

1979 10 20 。。 Hw=1.4g/cm' 
1 -5 6 0.12 
11 hOOm 。 -0.3 G=o . 14g/cm' 

-30m H 

秋田谷 :園!
Ta=-0.2'C 

遠藤

大前

1979 7 10 ←1.0 Hw=0.9g/cm' 
1 -16 4 。.14
10h30m 。 1.0 G=0.13g/cm' 
-11 h30m 

td: 秋田谷 九=-3.0'C
遠藤

金田

深見

大前

1979 25 12 0.0 Hw=4.2g/cm' 
1 -26 H 20 -0.2 
11 hOOm rーーーー

cm 19 0.09 Gニo. 17g/cm' 
秋田谷 01 + + 20 16 250 
遠藤 巳三土: 10 0.20 2.1 九三1.2'C
大前 。o，. 10 5 90 
深見

c片τ。 3 0.22 。 。。

1979 61 75 2.8 Hw= 14 .1g/cm' 
II-5 戸一一.....60 60 ←3.3 

C町、
11 h30m 01+ + 58 0.14 Gニo. 23g/cm' 
-12h45m トω 50 0.14 4.2 
水津 bl.τ 44 0.23 Ta=-3.9'C 
大伴

ト一一ー 40 40 2.2 。o，. 
深見 b~ 37 0.16 

30 30 160 0.8 010。

iE 
28 0.15 

20 20 0.30 0.1 
12 480 

010。10 10 0.35 0.0 

b l:!::王。 。 0.1 
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年月 日
成層図

高き 密度 硬度 雪j昆 含水率
全積雪水量 :Hw 

時実IJ 粒 雪 高 H G R Ts W 
平均密度 :G

気温 : Ta 
測定者 度 質 き cm g.cm-3 g.cm-2 

。
C % その他

1979 70.5 -0.2 H"戸 19.8g/cm'
II -15 c区互認 64 0.26 
10h30m b 。。 62 1000 Gニ 0.28g/cm'
-11 hOOm 

区互
60 60 -0.4 

高橋
b.c 

54 0.17 九=-0.3'C

大前 o.b :... ;:.. 50 52 85 

金田 b.c 
まま

50 。。
c 40 42 0.29 

40 0.0 
blO・
30 34 0.22 

一 30 220 。。
b I 0。20 23 0.31 

b直 20 。。
10 10 0.36 。。

b I 0。 。 。。
c~ム o

1979 62 380 0.0 H砂=23.5g/cm'

II -24 
H 60 0.32 

10h30m 
60 55 380 Gニ 0.38g/cm'

一11h45m c ・・ C円、 53 0.28 一遠藤 blo。，50 50 -3.1 Ta=十0.4'C
大前 c l'i1""I 45 570 

深見 a.b 。。 40 43 0.26 

b苛
40 5600 0.4 

' 36 0.56 
30 

32 380 
30 。。

20 
26 0.26 

bl - • 20 0.0 
b 一0・!1O 18 0.42 
blO・ 10 1900 0.0 
一一一ー 0

6 0.40 。 0.0 

1979 H 
52 180 H.戸 20.6g/cm'

I1I-15 r-ーーーー・
50 48 0.45 16.4 

13h45m 
d 1- • 

CrT、 37 0.43 400 
全層

G=0.40g/cm' 

_15hOOm 27 0.35 150 29.8 

水津 dl.τ 
:40 

16 0.49 
。℃

九二十3.9'C

大前 15 560 

金田
，30 

12 740 

深見
i20 

8 0.48 
5 14.1 

t 

10 

C 1. • 
」一一...J...O



4 遠藤八十一・他

年月 日
成層図

高き 密度 硬度 雪1孟 含水率
全積雪水量:Hw 
平均密度:δ

時刻j 粒 雪 高 H G R Ts w 気温
測定者 度 質 き cm g.cm-3 g.cm-2 ℃ % その他
1979 48 0.21 70 0.0 Hw=18.1g!cnr 

日邑 m III -15 44 0.32 1100 
10h15m di~40 40 2.9 G=0.38g!cm' 
-10h30m c ・. 30 -1.7 
遠藤 28 0.29 1100 Ta=+4.3'C 
大前

30 
20 。。

金田
120 

10 310 。。
深見 5 0.45 7.3 

10 
。 。。

C 1. • 

'-----.J..O 

1979 「ー一"""T50 50 22 Hw=19.4gcnr 
III-26 + + CIT、 47 0.35 全層
11 hoom d 区 40 38 0.35 。℃
-12hOOm c.d • • 28 0.39 1100 15.6 G=0.39g!c耐

円ーー
水津 30 11 580 
大前

b.c・・ 8 0.48 Ta=+4.5'C 
秋田谷 20 5 9.7 
遠藤 トーー』

c.d • • 10 
'--ー....LO

1979 H 37 45 Hw= 14 .4g!cm' 
VI-5 「ーーー cm 35 0.30 

bl. • 
10̂oom 

重
30 26 0.42 O'C G=0.39g!cnr 

-l1hOOm 24 2600 
71<章 。20 10 520 Ta=+5.7'C 
大津 4 0.42 4.8 
金田 。10

C 1. • 
」一一....L.O
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第2表 成層図に使用した記号の説明

図記号 雪質

+ +1ー一新雪

，.. ::.-1-ーー ζ し重り雪

o 0 r-ーしまり雪
悼+++吋・・着色層

10 01 
IT-・E・-1・ー氷仮

・ ・|ー・ざらめ雪

ロ ロト・・としもざらめ雪

^ ̂  I---lもぎらめ雪

粒度

a 

b 

c 

d 

e 

第1図 昭和53-54年冬の札幌における気温 T.と積雪深H

積雪の粒度

事立

<O_5mm 

O.5-1.0mm 

l.O-2.0mm 

2.0-4.0mm 

>4.0mm 

径

実線は札幌管区気象台3，4) 破線は低温科学研究所の値を示す。白丸印は断面観測を行

なった場所の積雪深である。

JAN(1979) FEB MAR 
31 10 20 31 10 20 28 10 20 

100 

.H 

80~cm 

60 

40 

o 
10 20 28 10 20 31 
FEB MAR 
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